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てからバグが見つかることになるのですが、そ

のことは、同時に、設計者の間でもほとんど意

識されなかったことを物語っています。

　一般に、設計者の立場では「機能」を明らか

にするところに重点が置かれます。でも、熟練

したテスターは、その機能が使われる「場面」

や「環境」に注目します。設計者も考えないわ

けではないのですが、どうしても一つの「場

面」の中で機能を考えてしまう傾向があるた

め、違った場面でテストされると、途端にエ

ラーとなってしまうのです。ここに、熟練した

テスターの存在意義があるし、設計作業を終了

する前に、テスト仕様書が書かれてくることの

意義があるのです。テスト仕様書が完成してい

なくても、出来るだけ早い段階で、「場面」が

記述されたテスト項目を設計者に見せること

で、品質を折り込むことができます。同時に、

テスト内容の検証も可能となるのです。

△　品質保証部門の責務　△

　もう一つ、この原理が示しているのは、「品

質保証部門（ＳＱＡ）」の責務として、このよ

うなテスト仕様書の存在を確認し内容を検査す

ることを求めていることです。一般に品質保証

部門の活動は、テストを“実施する”ことに重

点が置かれていることが多いと思われます。こ

れは「保証」ということをどのように認識する

かというところでの問題と思われますが、多く

は、「バグがないことを保証します」という意

味に解釈されているようです。もちろん、結果

として、そのような判断も出来るでしょうが、

その前に、適切にテストが実施される状況にあ

ることを監査し保証する、という考えも必要な

のです。もちろん、組織の役割として、品質保

証部門がテストを実施するように定義づけられ

ていること自体は問題ではありませんが、本来

の「保証」の意味を正しく認識し、それに沿っ

た活動が求められます。そうでないかぎり、

“品質保証部門”は、いつまでも設計部門の下

流部門に過ぎなくなります。まさに、これがＣ

ＭＭのレベル２の取り組みの中で求められてい

ることです。

　　　　　　（次号が最終回です）

ホームページ →  http://village.infoweb.ne.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

いないことが上げられます。要求を実現するた

めに、具体的にどのようなことをさせようと考

えられているのかが明確になっていれば、そこ

から、どのような状況で、どのように動作させ

てそのことを確認すればよいか、という観点か

らテスト仕様書が書けるのですが、その元ネタ

が無いために、テスト仕様も書かれないという

結果になります。

　もちろん、今日の状況では、両方を書くため

のリソースの確保は困難なのかもしれません。

でも、要求仕様に手を加えれば、テスト仕様が

作れます。手書きの時代ではないのですから、

そのことはそれほど難しいことではないでしょ

う。計画さえすれば実現することです。

△　テスト漏れ　△

　一言で「テスト漏れ」といっても、実際は、

テストケースとして設定されるのが漏れたとい

うことです。限界値テストとか網羅テストなど

でテストケースが漏れるだけではなく、その機

能が使われる「場面」の想定が漏れることがあ

ります。これはテスターのスキルでもあるので

すが、テスト仕様としての記述が省かれている

ことが、「場面」の想定を困難にしていること

は確かです。このようなケースでは、市場に出

　　△　解　　説　 △

　テストは、開発作業の犠牲になる傾向があり

ます。開発部門での作業の遅れは、テスト作業

を圧迫することになるし、適切な文書の省略な

どの設計プロセスの不備が、テスト作業を難し

くします。そうはいっても、現実問題として、

テストを省くことは出来ません。

　設計の問題を含めて、テストのあり方を考え

るのに、テストのどの作業に時間がかかってい

るか測ってみるとよいでしょう。現実のテスト

作業を調べて、作業を定義すれば、時間などを

記入するシートが作れます。

　テストそのものに時間がかかっているとすれ

ば、それはテストの量が多いからか、個々のテ

ストに時間がかかっているからか。あるいは、

エラーの状態での作業に時間がかかっているの

か。原因が、テスト仕様そのものが用意されて

いないことにあるとすれば、全く論外な話で

す。

　　　　

△　テスト仕様書があるか？　△

　テスト仕様とは、ある機能が正しく実行され

ることを確認するために、どのようなテストを

行うかが記述され、さらにどのような結果であ

ればよいかが記述されていて、テスト実施者

は、それに沿って作業を進めることになりま

す。「こうなれば良い」という結果も書かれて

いるので、テスト実施者の勝手な判断が入る余

地はありません。もちろん、バグもあるでしょ

うから、テスト仕様書に沿っての作業は中断さ

れるでしょうが、判断を間違う危険は小さくな

ります。

　ところが、このテスト仕様書が、実際にはほ

とんど書かれていません。昔居たことのある、

ある外資系のメーカーでは、膨大なテスト仕様

書が存在していました。だが、そのようなテス

ト仕様書は、その後の国内の企業では目にした

ことがないのです。そこではとても書けないと

いう一言で退けられてしまいます。

　

△　テスト仕様が書けないワケ　△

　テスト仕様書が書けない理由の一つに、もと

もと要求仕様書（主に機能仕様書）が書かれて

　テストケースの文書類には、期待される正しい結果を詳細に記述したものを含めなければなら
ない。もし、これらが省略されると、テスト実行者がそのソフトウェアが成功したかまたは失敗
したかを判断する方法がない。さらに、テスト実行者には、潜在的に正しい結果を見たいという
気持ちが働くので、正しくない結果を正しいと判断するかもしれない。もっと悪いことは、テス
ト実行者が、正しい結果を正しくないと判断し、その結果、設計者やコーダーが、あわてて正し
いコードを「いじって」しまうことである。
　中間および最終テストケースの予期される結果を文書化することを規定する、組織としてのテ
スト計画のための企画を作成せよ。そして、品質保証部門は、すべてのテスト計画が、この企画
に従っているかどうかを確認すべきである。
（２０１の鉄則：原理１１６＜テスティングの原理＝テストケースには期待される結果を含めよ＞）

▲日産自動車が、２０００年度の黒字化が現実味を帯びてきた。さきごろ発表された中間決算
で、１３６６億円の連結経常利益を計上した。日本の企業では、これまで｢ 決算対策｣ として、
資産や負債の算定方法を変更して利益を計上するといった姑息な手段を使うことがあるが、こ
れは正真正銘の経常利益である。
▲しかもこれは、ほとんどが購買部門の改善効果であって、製造部門の改善はまだほとんど手
を付けていないという。また、２４もあるプラットフォームの統合（半減）もこれからである
し、販売の改善もまだ手を付けたばかりである。言い換えれば、それだけ大きな改善の余地が
残されていたことになる。
▲いつも思うのは、こうした改善が、どうして日本のトップで実現しないのかということであ
る。どうして、ゴーンならできるのか。確かに、ゴーンはルノーを建て直した実績がある。お
そらく、問題を探り出す能力や、従業員のやる気を引き出す「方法」を持っているのだろう。
▲プロセスのコンサルティングをやっていて、いつも感じるのは、現状は好ましい状態ではな
いことは認めているのに、どうして「出来ない理由」を並べて居直るのだろうかということで
ある。それをお客さんに向かって言えるのだろうかと思う。甘えとしか説明がつかないのだ
が、それは、存在が脅かされないという甘えなのか、的確なマネージができない「管理者」へ
の甘えなのか。どっちにしろ、甘えの付けは自分に回ってくるのだが。

ゴーンなら出来るのはなぜ？
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洞
化
は
起
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
九
〇
年
代

の
後
半
で
、
産
業
構
造
の
改
革
の
遅
れ
と
長

期
の
円
高
の
裏
で
、
確
実
に
産
業
の
空
洞
化

が
進
行
し
た
。
「
Ｉ
Ｔ
製
品
」
の
製
造
の
中

心
は
ア
ジ
ア
で
あ
る
。
工
作
機
械
の
受
注
が

増
え
て
い
る
が
、
そ
の
据
え
付
け
先
は
ア
ジ

ア
で
あ
っ
て
日
本
で
は
な
い
。
も
し
、
日
本

に
据
え
付
け
て
い
る
の
な
ら
雇
用
が
回
復
す

る
は
ず
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
実
情
を
、
日
本
の
マ
ス
コ

ミ
、
特
に
テ
レ
ビ
は
ほ
と
ん
ど
報
道
し
て
い

な
い
。
毎
日
、
お
な
じ
よ
う
な
“
バ
ラ
エ

テ
ィ
”
と
い
わ
れ
る
番
組
が
流
さ
れ
て
い

る
。
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
マ
ス
コ
ミ
と
し
て

の
責
務
を
全
く
果
た
し
て
い
な
い
。
「
公
共

放
送
」
と
い
う
名
の
下
に
、
当
た
り
障
り
の

な
い
「
水
」
を
流
し
て
い
る
だ
け
だ
。
ど
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
代
り
映
え
し
な
い
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
企
画
も
同
じ
会
社
が
や
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
設
備
や
人
件
費
に
金
が
か
か
っ

た
分
、
番
組
が
手
抜
き
に
な
っ
て
い
る
。
銀

行
も
同
じ
構
造
で
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
預
金

者
へ
の
利
息
が
手
抜
き
と
な
っ
て
い
る
。
建

築
会
社
も
、
手
抜
き
工
事
に
し
わ
寄
せ
し

た
。
完
全
に
社
会
主
義
の
構
造
に
は
ま
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ス
コ
ミ
自
体

が
、
そ
の
構
造
の
中
に
は
ま
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
実
情
を
報
道
で
き
な
い
。

　
そ
の
間
に
、
中
国
は
ど
ん
ど
ん
資
本
主
義

化
し
て
い
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
今

は
一
党
独
裁
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
経
済

活
動
は
、
逆
に
、
日
本
以
上
に
資
本
主
義
的

だ
し
、
職
場
の
中
で
競
争
の
原
理
が
働
い
て

い
る
。
二
〇
年
前
か
ら
進
め
て
き
た
英
才
教

育
の
修
了
生
（
一
〇
歳
の
時
か
ら
特
別
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
）

を
、
世
界
か
ら
呼
び
戻
す
政
策
も
始
ま
っ

た
。
す
で
に
、
国
営
企
業
の
生
産
の
割
合
は

三
〇
％
を
割
り
込
ん
で
い
て
、
国
家
の
体
制

も
含
め
て
、
二
一
世
紀
の
早
い
時
期
に
、
新

し
い
国
と
し
て
の
提
案
が
な
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
、

中
国
が
世
界
の
経
済
を
制
す
る
日
が
、
す
ぐ

に
で
も
や
っ
て
来
る
。

　
産
業
が
空
洞
化
し
て
い
る
中
で
、
必
要
以

上
の
雇
用
を
抱
え
た
企
業
の
税
収
が
増
え

た
っ
て
知
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を

放
置
し
た
ま
ま
で
、
す
で
に
五
〇
〇
兆
円
を

越
え
る
国
の
借
金
が
一
〇
年
で
半
減
す
る
と

は
思
え
な
い
。
逆
に
、
増
え
て
い
る
可
能
性

の
方
が
高
い
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
。

無
利
子
国
債
で
塩
漬
け
に
す
る
こ
と
を
考
え

た
り
、
発
泡
酒
や
ワ
イ
ン
を
増
税
す
る
案
が

出
て
く
る
。
本
当
は
消
費
税
を
上
げ
た
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
が
。

　
こ
の
よ
う
に
、
世
界
が
ど
う
動
い
て
い

て
、
そ
の
中
で
日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

　
今
回
の
自
民
党
内
の
ク
ー
デ

タ
ー
は
、
余
り
も
稚
拙
な
シ
ナ

リ
オ
だ
っ
た
。
当
事
者
は
そ
ん

な
大
そ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と

言
う
だ
ろ
う
が
、
ど
う
見
て
も

ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
し
、
成
功

さ
せ
る
つ
も
り
な
ら
、
む
し
ろ

そ
の
つ
も
り
で
や
る
べ
き
だ
。

「
金
」
で
自
由
を
奪
わ
れ
て
い

る
人
た
ち
は
、
決
し
て
自
分
の

意
志
で
際
ど
い
判
断
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
当
選
回
数
が
多
い
議
員
ほ

ど
、
判
断
の
「
自
由
」
は
な
い
。

　
情
報
管
理
も
甘
か
っ
た
し
、
準
備
も

ま
っ
た
く
出
来
て
い
な
い
ま
ま
、
行
動
が

公
開
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
種
の
行
動

は
、
九
九
％
成
功
を
確
信
し
た
状
態
で
な

け
れ
ば
外
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
何

で
も
オ
ー
プ
ン
に
す
る
と
い
う
の
で
は
馬

鹿
げ
て
い
る
。

　
マ
ス
コ
ミ
も
騒
ぐ
だ
け
し
か
能
が
な
い

よ
う
だ
。
そ
の
報
道
振
り
は
、
ま
る
で
芸

能
人
の
“
追
っ
掛
け
”
と
変
わ
ら
な
い

し
、
結
果
的
に
「
贔
屓
の
引
き
倒
し
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
「
現

状
維
持
」
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
「
変

化
」
を
勧
め
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、

「
中
立
の
立
場
」
で
あ
る
こ
と
に
存
在
を

見
い
出
し
て
い
る
と
い
う
の
か
。
だ
と
す

る
と
、
そ
れ
は
思
考
の
貧
弱
も
甚
だ
し

い
。
発
表
記
事
だ
け
を
報
道
し
て
い
る
の

も
「
現
状
維
持
」
だ
し
、
今
回
の
よ
う
な

報
道
の
仕
方
も
「
現
状
維
持
」
の
立
場
に

利
用
さ
れ
る
。

　
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
、
特
に
テ
レ
ビ
に
「
こ

の
国
を
ど
う
し
た
い
」
と
い
う
意
志
を
感
じ

な
い
の
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い

が
、
そ
れ
で
も
、
今
回
ほ
ど
、
そ
の
意
志
の

な
さ
を
強
く
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
に
慣
れ
す
ぎ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
テ
レ
ビ
は
、
も
っ
と
世
界
の
こ
と
を
知
ら

せ
る
べ
き
だ
。
二
一
世
紀
を
前
に
し
て
、
世

界
は
大
き
く
変
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
い

や
、
既
に
変
わ
っ
て
い
る
。
九
八
年
の
金
融

危
機
の
あ
と
、
ア
ジ
ア
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
新
し
い
技
術
を
身
に
付
け
、
新
し
い
分

野
に
挑
戦
し
始
め
て
い
る
。
中
国
は
、
す
で

に
世
界
の
家
電
製
品
の
三
〜
五
割
を
生
産
す

る
に
至
っ
て
い
る
。
デ
ジ
カ
メ
、
携
帯
電

話
、
複
写
機
、
プ
リ
ン
タ
な
ど
、
我
々
の
身

の
回
り
の
電
機
製
品
の
大
多
数
は
中
国
を
は

じ
め
、
ア
ジ
ア
で
造
ら
れ
て
い
る
。

　
コ
ス
ト
で
は
勝
ち
目
は
な
い
が
、
品
質
で

は
日
本
の
方
が
上
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
少

な
く
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
既
に
過

去
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
実
は
日
本
の
工
場

で
造
る
よ
り
も
品
質
が
高
い
と
い
う
声
も
聞

か
れ
る
。
そ
れ
は
、
か
っ
て
日
本
が
通
っ
て

き
た
道
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
今
、
日
本
の
周

辺
の
国
々
で
実
現
し
て
い
て
、
コ
ス
ト
の
差

の
分
だ
け
、
日
本
は
確
実
に
不
利
な
状
態
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　
か
っ
て
、
円
高
不
況
の
時
、
「
産
業
の
空

洞
化
」
が
問
題
と
な
っ
て
マ
ス
コ
ミ
も
騒
い

だ
。
だ
が
そ
の
時
は
、
現
実
に
は
大
き
な
空

音音

か
。
何
が
問
題
な
の
か
、
ど
う
い
う
方
策

が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を

マ
ス
コ
ミ
は
国
民
に
知
ら
よ
う
と
し
て
い

な
い
。
多
分
、
何
か
を
怖
が
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
、
か
っ
て
「
大
本

営
発
表
」
に
終
始
し
た
時
の
マ
ス
コ
ミ
の

姿
勢
と
な
ん
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。
も
し
、
今
回
の
政
変
劇
の
前
に
、

こ
の
よ
う
な
世
界
の
変
化
の
事
実
が
国
民

に
知
ら
さ
れ
て
い
た
ら
、
結
果
は
、
変

わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
し
、
も
っ
と
早
く

に
動
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
回
の
政
変
劇
の
顛
末
を
批
判
す
る
前

に
、
マ
ス
コ
ミ
は
、
自
分
た
ち
の
行
動

（
報
道
）
の
あ
り
方
や
、
マ
ス
コ
ミ
と
し

て
の
姿
勢
を
反
省
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
テ

レ
ビ
に
対
し
て
「
一
億
総
白
痴
化
」
と

い
っ
て
今
日
の
状
態
を
喝
破
し
た
大
宅
壮

一
氏
の
言
葉
を
、
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
「
人
を
殺
し
て
な
ぜ
悪
い
」

と
い
う
本
が
書
店
に
平
積
み
さ
れ
て
い

る
。
少
し
前
に
は
、
「
誰
に
も
迷
惑
を
か

け
な
い
援
助
交
際
の
ど
こ
が
悪
い
か
」
と

い
う
議
論
？
も
あ
っ
た
。
家
族
で
の
食
事

に
領
収
証
を
と
っ
た
り
、
役
所
で
す
ら

や
っ
て
い
る
水
増
し
雇
用
を
や
ら
な
い
の

は
バ
カ
正
直
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
平
衡
感
覚
の
混
乱
状
態

を
背
景
に
し
て
、
学
校
教
育
に
「
道
徳
」

を
復
活
？
し
よ
う
と
い
う
話
が
浮
上
し
て

い
る
。
だ
が
そ
こ
で
の
「
道
徳
」
と
は
、

単
に
「
長
幼
の
序
」
を
想
定
し
た
も
の

に
見
え
る
。

　
道
徳
と
は
、
本
来
、
尊
厳
あ
る
存
在

と
し
て
の
個
人
の
判
断
の
基
準
で
あ

る
。
人
生
の
中
で
遭
遇
す
る
判
断
の
場

面
に
あ
っ
て
、
ど
こ
に
足
場
を
置
く
か

で
あ
る
。
そ
れ
を
年
長
者
や
伝
統
か
ら

受
け
継
ぐ
と
い
う
意
味
で
「
長
幼
の

序
」
は
機
能
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
日
で
は
そ
の
い
ず
れ
も
が
存
在
し
な

い
。
今
で
き
る
こ
と
は
、
大
人
が
尊
厳

あ
る
存
在
を
取
り
戻
す
こ
と
だ
。

マスコミの 罪

　
　
　

「
価
値
判
断
を
よ
り
正
し
い
も
の
に
し
、
よ
り
上

　
位
へ
と
上
ら
せ
て
い
く
に
当
た
っ
て
の
精
神
の

　
平
衡
術
、
そ
れ
が
道
徳
だ
と
い
う
こ
と
に
な

　
る
」
　
　
　
（
西
部
邁
）
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今月の一言


